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であることを も証 明 した｡同様の所見 は,モル



















%に無水 Na2C03を溶有せる 0.1NNaOH液 200ml
に 4mlの 0.5% CuSO4液を混ぜると僅かの白濁を
呈するのでよく之を振造混和した後, この 3.5mlを
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家兎を 3群 に分ち, 第 1椙は 5mg, 第 2群































































































り, Globulin分画には全 くその作用 は な い｡
DubosandMiddlebrook6)も,Albuminは菌の




全くか ゝる作用は ないという｡ Youmansand
Youmans8) も牛血清分画の人型結核菌の発育に






1in分画の作用に関 しては全 く反対 で あ る｡
Globulin分画は結核菌の発育に対 し無影響であ




-ル分画法による材料を用いている の で あ る
が,エタノール処理により蛋白は自然の状態と



































phoresisの方法で分画 し, 4分画に分離 した｡
即ち,Albumin,α-,β-,及びγ-Globulin分画に
分け,之等の各分画の毒力人型菌の試験管内発
育に及ぼす影響を検 した｡
正常家兎の Albumin分画は, 菌増殖を増進
し γ-Glol⊃ulin分画は僅かながら発育を抑制す
る｡α一及びβ一分画は増進的にも亦抑制的にも作
用 しない｡ しかるに免疫すると,Albumin分画
の菌発育増進作用が著 しく低下するが, Globu-
1in分画の菌に対する作用は正常無処置の 場 合
と全 く変 りがない｡この事から結核免疫に於け
る特異的抗体の意義について論 じた｡
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